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株式会社スリービーは展示会・ショールーム・企画・デザイン・施工管理・運営のブース工事の

活動を通じて3Rによる廃棄物の削減を中心に、地球環境の継続的改善に取り組みます。

2019年9月24日改
株式会社スリービー

代表取締役 三橋 和也

1. 環境保全と負荷削減のために次の事を取り組みます。

① 二酸化炭素排出量の削減の為、電気使用量の削減に努めます。

② 節水を行い、水道使用量の削減に努めます。

③ 廃棄物の削減に努めます。

④ 環境に配慮した備品の購入に努めます。

⑤ 展示会・ショールームでは再使用部材の利用を提案します。

2. 当社に関連する環境法規等を遵守します。

3. この環境方針を全社員に周知し、教育活動を推進します。

環境経営方針
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当社は全組織・全活動を対象としています

環境活動範囲

会社概要

 事 業 者 名 株式会社スリービー

 代 表 者 代表取締役 三橋 和也

 設 立 年 月 2007年1月4日

 所 在 地 〒113-0033 東京都文京区本郷3-6-9エルデ本郷館5F

 事 業 内 容 展示会・イベント・ショールーム等の企画・デザイン・施工管理・運営

 環境管理責任者 専務取締役 三橋 純一

 担 当 者 沢田 知香

 連 絡 先 TEL ： 03-5805-1055 ／ FAX ： 03-5805-1058

 従 業 員 数 10名

 年 間 受 注 件 数 209件 ※受注額￥100,000以上

 オ フ ィ ス 面 積 90㎡



統括責任者

• 経営における課題とチャンスの明確化

• 環境方針の策定

• 環境管理責任者の任命

• システムの評価と見直し(環境経営方針・環境経営目標・環境経営計画、実施体制)を行い

必要な指示を環境管理責任者に行う。

環境管理責任者
(現場環境管理担当)

• EA21環境管理システムの構築、運用の責任者

• 取り組みを評価する

• 取組状況の確認及び問題の是正及び予防

• 苦情処理に対応する

• 代表取締役へ運用状況等を報告する

• 問題点の是正及び予防処置の承認

制作
環境管理担当デザイナー

• 環境を配慮したデザインを行う（現場廃棄物削減担当）

総務
事務所内

環境管理担当

• 各種報告書を作成する。

• 環境活動に関する実績のとりまとめ

• 外部環境コミュニケーションに関する窓口

• 事務所での社員行動の喚起担当（事務所内電気・水・事務所廃棄物・コピー量削減担当）

• 環境経営レポートの作成

営業担当
（全従業員）

• 環境活動の重要性を自覚し、環境方針、環境目標、環境活動計画などに基づいて

自主的、積極的に環境改善に取り組む

専務取締役

三橋 純一
（環境管理責任者）

制 作

田山 和也
（環境管理担当デザイナー）

総 務

沢田 知香
（オフィス環境管理担当）

営業社員

全従業員
協力会社
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役割と権限

実施体制（組織図）

当社の環境負荷

代表取締役社長

三橋 和也
（統括責任者）

当社は展示会・ショールームの企画・設計及び施工管理を行っております。

事務所での主な環境負荷は電気使用量で、車両は所有していません。

展示会・ショールームでは、多くの部材は使い捨てで、資源の無駄が多いのが当社の抱える最大の環境負荷です。

そこで、顧客に対し、企画・設計の段階から出来るだけ再使用部材を使用することを提案し、資源の節約に努めることを環境目標に掲げまし

た。

営 業

三橋 純一
（現場環境管理担当）



1.二酸化炭素排出量の削減の為、事務所内の電気使用量は前年度の数値を参考に実績把握とする。

2.節水を行い、事務所内の水道使用量は前年度の数値を参考に実績把握とする。

3.事務所内の廃棄物量は前年度の数値を参考に実績把握とする。

4.事務所内のコピー用紙使用量は前年度の数値を参考に実績把握とする。

5.事務所内備品購入時、環境に配慮した商品の購入を全体の40%以上を維持させます。

6.再利用木材20％以上利用の物件を該当物件の65％以上に達成させます。

7.再利用床材（リサイクルカーペット・レンタルカーペット）利用を推奨していきます。

取り組み項目 2021年実績 2022年目標 2022年実績

二酸化炭素の排出量（CO2）の
削減

事務所内電気使用量の削減
（kwh）

7683.4

前年度の数値を参考に

実績把握とする。

8,814.3

二酸化炭素排出量
（kg-CO2）※1

3465.2 3975.2

水使用量の削減 水使用量の削減（m3） 46.038 44.794

廃棄物排出量の削減

事務所内廃棄物量の削減（L） 4,275 4,230

事務所内コピー量の削減（枚）※2 34,548 33,146

エコ活動の推進

グリーン商品購入の推進 20/226
商品購入時にはグリーン購入に

配慮する
31/291

木材の再利用物件率/該当物件
（件数）※3

29/45
木材再利用率20％以上

達成物件率65％
61/69

再利用カーペット利用物件率（％）
/該当物件※3

6
目標値設定なし
推奨・記録のみ

15
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※1 東京電力エナジーパートナーの排出係数0.451kg-CO2/kWhを使用（2021年データ） 2022年8月5日
※2 コピー紙使用の削減はA4用紙のみ対象
※3 該当物件は100万以上が対象

2022年度の環境経営目標

目標達成のための取組

事務所内の電気使用量は前年度の数値を参考に実績把握

とする。

① 未使用時の電気消灯の徹底

② 冷暖房の設定温度・使用時間の管理

③サーキュレーターを有効に活用していく

④使用していないOA機器電源オフ又は省電力モードにする

水道使用量は前年度の数値を参考に実績把握とする。
① 水漏れ確認

② 元栓の調節

廃棄物量は前年度の数値を参考に実績把握とする。

① 詰め替え製品の使用

② 再利用製品の使用

③ ゴミの分別

④ 資源のリサイクル

事務所内の廃棄物量は前年度の数値を参考に実績把握と

する。

① コピー使用量の把握

② 印刷プレビューの実施

環境配慮商品（グリーン商品）の購入配慮する。 ① 環境配慮商品の購入

現場廃棄物（木材）の削減
木材再利用率20％以上
達成物件率65％

① 木工材料の再利用

当社が企画するブースで、使用する木材のうち再利用木材が20％を超えるブースの率で管理します。

現場廃棄物（カーペット）の削減

①リサイクルカーペット・レンタルカーペットの利用

当社が企画するブースでは、お客様のご意向として新品のカーペット使用希望が多いので

数値目標には至りませんが、リサイクルカーペット・レンタルカーペットを推奨してます。

その他の取組

エコ検定受験の推奨

個人の意識向上の為、未受験の社員を対象にエコ検定受験を決定。

全社員合格を目指す。

環境経営計画

コロナ禍でワークスタイル等変化が有るため基本は、前年度の数値を参考に実績把握とする。

数値目標達成のための取組



※再利用カーペット利用の提案を意識し取組んできたが、クライアントの意向があるため、目標設定はしないが、再利用カーペット利用の推奨は続けていく。
また、記録も引き続き取っていく。
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取り組み項目 2022年目標 2023年目標 2024年目標

二酸化炭素の排出量
（CO2）の削減

事務所内電気使用量の削減
（kwh）

前年度の数値を参考に
実績把握とする。

2023年の数値を基準として
現状維持の活動予定

二酸化炭素排出量
（kg-CO2）※1

水使用量の削減
水使用量の削減

（m3）

廃棄物排出量の削減

事務所内廃棄物量の削減
（L）

事務所内コピー量の削減
（枚）※2

エコ活動の推進

グリーン商品購入の推進 商品購入時にはグリーン購入に配慮する

木材の再利用物件率/該当物件
（件数）

木材再利用率20％以上
達成物件再生利用率65％とする

再利用カーペット利用物件率
（％）/該当物件

目標値設定なし
推奨・記録のみ

取り組み項目 2023年取組

二酸化炭素の排出量

（CO2）の削減

■前年度の数値を参考に実績把握
■エアコンの温度管理等は、気温及び体調等に応じて柔軟に
対応していく。

① 未使用時の電気消灯の徹底

② 冷暖房の設定温度・使用時間の管理

③ サーキュレーターを有効に活用していく

④ 使用していないOA機器電源オフ又は省電力モードにする

水使用量の削減 ■前年度の数値を参考に実績把握
① 水漏れ確認

② 元栓の調節

廃棄物排出量の削減

■事務所内の廃棄物量は前年度の数値を参考に実績把握

① 詰め替え製品の使用

② 再利用製品の使用

③ ゴミの分別

④ 資源のリサイクル

■事務所内のコピー用紙使用量は前年度の数値を参考に実績
把握

① コピー使用量の把握

② 印刷プレビューの実施

エコ活動の推進

■環境配慮商品（グリーン商品）の購入 環境配慮商品の購入

■現場廃棄物（木材）の削減

木工材料の再利用

当社が企画するブースで、使用する木材のうち再利用木材が20％を超え

るブースの率で管理します。

 現場廃棄物（カーペット）の削減

リサイクルカーペット・レンタルカーペットの利用

当社が企画するブースでは、お客様のご意向として新品のカーペット使

用希望が多いので数値目標には至りませんがリサイクルカー ペット・

レンタルカーペットを推奨してます。

その他の取組  エコ検定受験の推奨 引き続き全社員合格を目指す。

次年度以降の目標・取組

次年度取組

中期目標



1.電気使用量の削減

※東京電力エナジーパートナーの排出係数0.451kg-CO2/kWhを使用（2021年データ） 2022年8月5日

※動力・・・エアコン、電灯・・・照明、コンセント電気温水器

【今期目標】 ※コロナ禍によるワークスタイル等の変化が有るため前年度の数値を参考に実績把握とする。
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【総評と評価】

今期より目標はコロナ禍でワークスタイル等変化が有るためは前年度の数値を参考に実績把握をする事に変更をした。

2022年5月より、在宅勤務が終了した事による増加がみられる。特に電灯の使用量が上がっているので無駄な電気を消すよう節電に心がける。

今年より使用内訳を見える化し削減の参考にしていく。

取り組み項目 結果

未使用時の電気消灯の徹底 出来る範囲で消灯に取り組んでいた。

冷暖房の設定温度・使用時間の管理

（室内の温度を夏期28℃ 冬期20℃）
業務に支障がない範囲且つ、体調等に応じて柔軟に対応し管理できていた。

サーキュレーターを有効に活用していく

扇風機の使用（サーキュレーター）を使い気流をつくりエアコンの風をオフィス内に循環させ

るように取り組んでいた。

エアコンを稼働させているとどうしても換気がしづらくなってはくるが、空気を循環させるこ

とで不快指数を下げる有効な手段だと思うので引き続き継続していく。

使用していないOA機器電源オフ又は省電力モードにする 無人のスペースや帰宅時の電源を消すなど心掛けていた。

環境活動報告ならびに今後の取り組み

（Kwh）

2021年

動力

2021年

電灯

2021年
合計

2022年

動力

2022年

電灯

2022年

合計

現状維持

成率

前年比

％

1月 338.1 551.1 889.2 435.4 663.1 1,098.5 80.9% 124%

2月 353.4 562.7 916.1 393.2 622.0 1,015.2 90.2% 111%

3月 232.6 589.0 821.6 261.3 546.6 807.9 101.7% 98%

4月 91.2 579.0 670.2 99.0 433.2 532.2 125.9% 79%

5月 44.0 345.4 389.4 63.3 417.0 480.3 81.1% 123%

6月 70.9 388.9 459.8 98.2 415.9 514.1 89.4% 112%

7月 106.7 388.9 495.6 196.4 562.7 759.1 65.3% 153%

8月 185.9 495.4 681.3 235.5 654.5 890.0 76.6% 131%

9月 78.9 403.8 482.7 156.3 515.1 671.4 71.9% 139%

10月 88.0 377.1 465.1 67.4 483.6 551.0 84.4% 118%

11月 137.1 445.5 582.6 143.2 487.9 631.1 92.3% 108%

12月 305.3 524.5 829.8 278.5 585.0 863.5 96.1% 104%

合計 2,032 5,651 7,683.4 2,427.7 6,386.6 8,814.3 87% 115%
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事務所内電気（動力・・・エアコン、電灯・・・照明、コンセント電気温水器）使用量 （Kwh）

動力 電灯

電気使用量 合計（Kwh）

2021年実績 7,683.4

2022年目標
前年度の数値を参考に

実績把握

2022年実績 8,814.3

前年比 114.7％

評価 ✕

124％ 111％

98％

※パーセントは前年比

79％

123％ 112％ 153％ 131％ 139％ 118％ 188％ 104％



2.水道使用量の削減
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【今期目標】水道使用量は前年度の数値を参考に実績把握とする。

水道使用量 合計（㎥）

2021年実績 46.038

2022年目標
前年度の数値を
参考に実績把握

2022年実績 44.794

前年比 97％

評価 ○

【総評と評価】

コロナ規制緩和の影響で5月～12月は昨年に比べ出社が多くなった為生活用

水が増えたと思われる。また、コロナ感染予防としての手洗いうがい増。た

だし1月～4月で削減しており年間を通してみると現状維持が出来ており良い

結果となった。引き継ぎ各自節水を心がける。

取り組み項目 結果

水漏れ確認
水漏れはなし。
各自水の出しっぱなしをしないよう節水を心がけていた。

元栓の調節 前回の調節後今回は現状のままにしております。

環境活動報告ならびに今後の取り組み

1-2月 3-4月 5-6月 7-8月 9-10月 11-12月

2021年 9.2380 9.2490 5.9340 7.0570 7.2810 7.2790

2022年 4.4280 7.4900 7.1440 7.7510 8.5200 9.4610
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10.0000
水道使用量（㎥） 使用量

（㎥） 2021年 2022年 前年比

1-2月 9.2380 4.4280 48%

3-4月 9.2490 7.4900 81%

5-6月 5.9340 7.1440 120%

7-8月 7.0570 7.7510 110%

9-10月 7.2810 8.5200 117%

11-12月 7.2790 9.4610 130%

46.038 44.794 97%

節水ステッカーの掲示

廃棄物量 合計（L）

2021年実績 4,275

2022年目標
前年度の数値を
参考に実績把握

2022年実績 4,230

前年比 99％

評価 ○

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2021年 360 270 405 405 315 405 270 315 450 360 360 360

2022年 315 315 405 315 270 360 360 360 450 360 315 405
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事務所内廃棄物量目標達成率

使用量
（L） 2021年 2022年 前年比

1月 360 315 88%

2月 270 315 117%

3月 405 405 100%

4月 405 315 78%

5月 315 270 86%

6月 405 360 89%

7月 270 360 133%

8月 315 360 114%

9月 450 450 100%

10月 360 360 100%

11月 360 315 88%

12月 360 405 113%

合計 4,275 4,230 99%

3.事務所内廃棄物量の削減 【今期目標】廃棄物量は前年度の数値を参考に実績把握とする。

ゴミとなるペットボトルキャップを

収集し、そのリサイクルによる収益

金で開発途上国の子どもたちへワク

チンを届けよう”という「エコキャッ

プ推進活動」

エコキャップ推進活動
【総評と評価】

各自意識ができていた。前年に比べ出社も多くなっているが廃棄物量は前年度

と同等の数値となった。引き続き廃却用紙の再利用を徹底やダンボール等の再

使用による活用の推進していく。

取り組み項目 結果

詰替え製品の
使用

詰め替え製品購入は徹底されている。
備品はグリーン商品を選ぶよう心掛けた。

再利用製品の
使用

昼食時コンビニのレジ袋はなるべく使用しないようにしま
す。ビニール袋は捨てず再利用を心がけていた。

ゴミの分別 社員の意識も向上し現状分別ほぼ行われている。

資源の
リサイクル

分別を行うようにした為、ビン・缶等リサイクルも行った。
ペットボトルのキャップは社会貢献活動として捨てずに集
めている。分別しリサイクル出来るようしている

朝日信金で取り組まれているペットボトルのキャップ推進活動に参画し捨て

ずに社内で集めている。

※パーセントは前年比

86％100％ 78％ 89％ 100％ 88％88％ 100％

117％ 113％ 114％ 113％

48％ 81％

81％ 120％ 110％ 130％



4.事務所内コピー量の削減
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【総評と評価】
5月、6月は大幅に増えてしまっているが、年間を通して見と目標達成ができ

ている。

各自ペーパーレスを意識し、電子データーで保存するなどの成果も効果あり。

裏紙の再利用、両面・縮小コピー等を継続的に実施し削減していく。

事務所内
コピー量

合計（枚）

2021年
実績

34,548

2022年
目標

前年度の数値を
参考に実績把握

2022年
実績

33,146

前年比 96％

評価 ○

取り組み項目 結果

コピー使用量の把握
コピー機レンタル会社から来る請求書で確認し
ていた。

印刷プレビューの実施 各自意識して行うようにしていた。

書類の保管

パソコン内に残していくデーターに関しては印
刷保管（ファイリング）はしないよう変更をし
た。スキャナーを有効活用し、データでやり取
りをして印刷せず保管に繋げていた。

環境活動報告ならびに今後の取り組み

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2021年 3,194 3,028 3,173 3,554 2,158 1,842 2,416 2,259 3,544 4,545 1,909 2,926

2022年 2,205 1,886 3,475 2,645 3,233 2,901 2,632 2,492 2,903 4,031 2,532 2,211

0
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2,000

2,500

3,000
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4,000

4,500

5,000

事務所内コピー（枚）
使用

（枚） 2021年 2022年 前年比

1月 3,194 2,205 69%

2月 3,028 1,886 62%

3月 3,173 3,475 110%

4月 3,554 2,645 74%

5月 2,158 3,233 150%

6月 1,842 2,901 157%

7月 2,416 2,632 109%

8月 2,259 2,492 110%

9月 3,544 2,903 82%

10月 4,545 4,031 89%

11月 1,909 2,532 133%

12月 2,926 2,211 76%

合計 34,548 33,146 96%

【今期目標】事務所内コピー量は前年度の数値を参考に実績把握とする。

5.環境配慮商品の購入割合 【今期目標】商品購入時にはグリーン購入に配慮する

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

購入数 37 20 19 34 21 31 18 14 24 30 20 23

環境配慮数 3 2 2 1 0 5 1 1 2 5 4 5
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環境配慮商品

備品全体購入数（個） 291

環境配慮商品の購入（個） 31

環境配慮商品割合 11％

評価 △

【総評と評価】

年間を通して40％の維持が出来ていない。全体の購入数自体少なく、なかなか

グリーン商品を選んで購入することが難しかった。

今後も価格と比較した上で購入を検討していきたい。

取り組み項目 結果

環境配慮商品の購入
購入希望備品の中に環境配慮商品があれば、それを選
ぶようにした。

69％ 62％

110％

74％

150％ 157％ 109％ 110％

82％ 89％

133％

76％

8％ 10％ 11％ 0％ 16％ 6％ 7％ 8％ 17％ 20％ 22％
3％



6.木材の再利用

※1 100万円以上の物件が対象
※2 再利用率20％以上の物件に限る

9

【今期目標】木材再利用率20％以上 達成物件再利用率65％を目指す

該当物件（件） 69※1

実績値 61※2

達成物件の再利用率実績 88％

【総評と評価】

1月～3月は展示会やイベントの開催が少なく業界自体が落

ち込んでいる。4月以降徐々に展示会も増え、再利用の提案

が出来ている。引き続き可能な限り提案を継続をします。

また、他社に比べて再利用の活動は出来ていると思われま

す。

7-1.リサイクルカーペット・レンタルカーペットの利用 【今期目標】目標設定なし（推奨・記録のみ）

該当物件（件） 62

実績値 15

再利用率 24％

※再利用率101％以上の物件に限る

【総評と評価】

お客様の業種や方針を踏まえ、リサイクル・レンタルカーペットを

提案していきましょう。

達成物件再利用率目標値 65％

目標達成率 136％

取り組み項目 結果

木工材料の再利用
年間通してみれば目標は達成できているが目標に至らなかった月もあるので、今後もリユース率向上
を目指す

取り組み項目 結果

リサイクルカーペット・レンタルカーペットの利用 リサイクルカーペット、レンタルカーペットの使用を出来る範囲で提案した。

環境活動報告ならびに今後の取り組み

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

該当物件 1 4 5 11 2 11 7 4 3 8 9 4

実績値 1 4 5 6 2 10 7 4 2 8 8 4

0

2

4

6

8

10

12

14

該当物件の木工材料の再利用率

100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％55％ 91％ 67％ 89％

※パーセントは月の再利用率

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

該当物件 1 4 5 11 2 7 7 4 3 8 9 1

実績値 0 1 2 2 2 1 2 1 1 2 1 0
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12

該当物件のカーペットの再利用率

0％ 25％ 20％ 27％ 100％ 29％ 25％ 33％ 25％ 11％ 0％43％



7-2.木材・リサイクルカーペット・レンタルカーペットの利用箇所

リサイクルカーペット

機能面、意匠面、共に損傷なければ、何度でも利用可能。

エコ検定受験の推奨

個人の意識向上の為、エコ検定未取得者の受験を推奨。

2022年度は新型コロナ感染リスクも考慮して受験はしておりません。

8.その他の取り組み

10

－廃棄物低減ブース3BR STYLE－

スリービーとして環境に配慮しコストも低減出来るブースの提案

たくさんの人を集め、華々しく開催される展示会やショー。

しかしそれも終わってしまえば、膨大なゴミの山と化してしまいます。

イベント業界に携わる者として、私達スリービーはこの問題をなんとかできない

かとずっと考えてきました。

そしてお客様に提案しているのが廃棄物低減ブースです。

工場での加工、電力の消費を抑える照明器具、デザイン性を活かした効果的な部

材の再利用、etc.…

さまざまな角度から知恵を絞り、廃棄物の削減がそのままお客様のコスト削減も

可能にしました。

環境問題に貢献しながらコストメリットもあるこのブースを率先し提案。

環境活動報告ならびに今後の取り組み

再利用木材・リサイクルカーペット使用ブース
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事故および緊急事態の想定結果

燃料や化学物質の大量の保管はしておらず、環境上の緊急事態の可能性がないと判断される事から、火災、地震等の対応を緊急事態と想定します。

いずれの場合も社員・現場作業員及び近隣の安全を第一に行動できるよう心掛ける。

オフィス内で火災が起きた場合に備え、総務省消防庁のサイトにある小規模ビル避難訓練マニュアル（火災訓練）を全体会議の場で社内共有しております。（テナ
ントビルの為ビル全体での火災訓練は実施なし）（URL： https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/post1367/#b ）

緊急事態訓練記録

事故及び緊急事態の想定結果及びその対応策

緊急事態準備・対応手順

火災、地震等の対応策を次のとおりとします。

想定される緊急事態 原因 対応策

地震・台風・異常気象による災害
 地震による破損

 台風による破損

 常に最新の情報収集に努める

 避難場所・避難経路への誘導

火 災
 タバコ火災

 電気機器からの火災

 消防署への連絡

 初期消火活動

 避難指示

作業現場における

事故

 転落による事故

 飛来・落下

 不注意、注意不足配慮

 消防署への連絡

 初期消火活動

 避難指示

避難訓練マニュアル

避難場所、防災地区の確認

社内の避難確認、共有 各自避難経路を改めて確認しました。実施日 2022.08.25 全体会議にて

https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/post1367/#b
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 現在、環境関連法規への違反はありません。

 過去３年間関係行政から違反等の指摘、訴訟等はございません。

法規 条項 規制項目 規制内容
資格・届出・点検
（実施予定）

確認日

資源の有効な利用の促進に関する

法律

（資源有効利用促進法）

5条 特定再資源化商品の回収
パソコン廃棄時に引取業者へ

の回収を委託
廃棄証明書 2023.3.01

文京区廃棄物の処理及び再利用に

関する条例

36

条
事業系一般廃棄物等の排出方法

事業系一般廃棄物等の排出時

に容量に相当する有料ごみ処

理券の添付

有料ごみ処理券の

添付
2023.3.01

特定家庭用機器再商品化法

（家電リサイクル法）
1条

廃棄物の適正な処理及び

資源の有効な利用の確保

冷蔵庫廃棄時に引取業者への

回収を委託
対象無し 2023.3.01

 展示会ブース廃棄物は「建設廃棄物」に該当しない。

 協力会社を「排出事業者」として当該廃棄物の適正処理（下記規制内容）を行っていることから当社に「排出事業者としての法的規制」はないが、協力会社の適切

な廃棄物処理を確認している。

環境関連法規への違反、起訴等の有無

環境関連法規などの遵守状況の結果

廃棄物の処理及び清掃に関する法律について

関連法規への違反、起訴等の有無

外部からの苦情などの受付状況及び対応結果

2022年外部からの苦情等の受付はございません。

問題点の是正処置及び予防処置の結果

問題事項 特にございません。（2023年3月01日時点）
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項 目 変更の必要性 代表者の指示内容

1 . 環 境 方 針 の 見 直 し □ 有 ■ 無 2019年9月24日に改定して変更なし。

2 . 環 境 目 標 ■ 有 □ 無 削減目標には掲げず前年度の数値を参考に実績把握とする。

3 . 環 境 活 動 計 画 □ 有 ■ 無 変更なし。

4 . 実 施 体 制 □ 有 ■ 無 変更なし。

代表者による全体評価と見直しの結果

前年度の結果を顧みて、今年より一旦は目標を見直し、前年度の数値を参考に実績把握とするとしたが、電気使用量は出勤増や感染症対策に

よる換気のため、窓を開けながらのエアコン稼働を行うことにより現状維持は難しく、二酸化炭素の排出量も増加してしまう結果となった。

その他、水道使用量、廃棄物量、コピー用紙使用量は、全員の努力の結果大幅に増えること無く現状維持することが出来ている。

引き続き、環境への意識の底上げを図りながら、環境改善活動を推進していきましょう。

業務量が増加し、また社内環境が大きく変化する中で、環境負荷を削減することは容易ではありませんが、環境保全への取り組みは企業の果

たすべき社会的責任の一つとして、重要です。今後より効果的な運用を図り活動していくこと を期待します。

前回の指示事項 評価 取組結果

1.環境経営目標の達成状況

2.環境経営計画の実施及び運用結果

事務所内の電気使用量は前年度の数
値を参考に実績把握とする

✕

14.7％増しとなり約1ヶ月分の電気量が増えている。昨年に比べ社員の出勤
が増えている事も要因だが、不要電気消灯、PCの待機電力の削減、エアコン
の設定温度の配慮など今後も各自が努力し、他にできる工夫はないか模索し
ていく。

事務所内の水道使用量は前年度の数
値を参考に実績把握とする

◯ 引き続き意識し節水に心がけていく。

廃棄物量は前年度の数値を参考に実
績把握とする

◯
年度末は整理整頓により、例年以上の産廃が出ている。
目標達成の為の4つの項目を各自意識する

コピー用紙使用量は前年度の数値を
参考に実績把握とする

◯
出勤は増となっているがコピー用紙の使用量は抑えられている。引き続き無
駄なプリントアウトやコピーをすることが無いよう意識していく。

エコ活動の推進
(環境に配慮した商品の購入)

△ 必要に応じて環境配慮商品を購入してしましょう

展示会等での再使用部材の提案 ◯

クライアントの要望に合わせて全員が意識するように今後も取組みましょう。
目標は達成できており、前年比も削減はできている環境経営目標は、全員の
努力の結果ほぼ達成できた。引き続き、環境への意識の底上げを図りながら、
環境改善活動を推進していく。

代表者による全体評価と見直しの結果

全体評価


